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序 文

留ケ谷遺跡は、 土塁•空堀が良好に残存する市内では数少ない遺

跡であります。 昭和60年度に実施した第 1 次調査ではそれらの構造

を明らかにし、 この遺跡が中世の武士階級の館跡であることを広く

印象づけました。 また、 翌年に実施した第2次調査では、 中世の館

の一部が近世には屋敷として利用されていたことが判明し、 本市の

近世史に貴重な1ペー ジを書き加えました。

今回の調査は、 市道の改良工事に先立って実施したものであり、

本遺跡においては3回目の調査であります。 狭い範囲を対象とした

ものではありましたが、 平安時代の土塙や溝を発見するなど様々な

成果を挙げることができました。詳細については本文に譲るとして、

これまで本遺跡の中であまり明らかではなかった古代の情報を得る

という大きな成果を収めました。 本遺跡に関するデーターがまた一

つ蓄積された訳であり、 本市の文化財に携わる者として大変喜ばし

く思う次第であります。

なお、 本書には第 1次調査の成果もあわせて収録致しました。 同

調査については、 諸般の事情から正式な報告書を作成することがか

なわず今日に至ったものでありますが、 この度関係各位の御理解を

得て、 このような形をとることができました。 多くの方々に本書が

活用されることを切に望むものであります。

最後になりましたが、 本書を刊行するにあたり、 ご指導• ご協力

を頂戴した関係者および関係諸機関に対し、 衷心より御礼申し上げ

ます。

平成10年3月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

1 本書は 、 昭和60年度に実施した留ケ谷遺跡第1次調査と、 平成9年度に実施した同遺跡第 3次調査の
成果をまとめたものである。

2 遣構番号は第1次調査からの一連番号である。

3 本書で使用した遣構の分類記号は次のとおりである。

SD: 溝跡 SK: 土塙 sx: その他の遺構
4 調査区の実測基準線は「平面直角座標系X」を使用して設定している 。

5 挿固中の高さは標高値を示している。

6 瓦については宮城県多賀城跡調査研究所の分類に従った（宮城県多賀城跡調査研究所「多賀城跡 政
庁跡本文編J 1982) 。

7 土色は「新版標準土色帖J (小山・竹原： 1973) を参照した。

8 本書の作成にあたり、 入間田宣夫氏（東北大学教授）には中世の歴史的環境について、 丹羽茂氏・柳
沢和明氏（宮城県多賀城跡調査研究所）には古代の遺物について御教示頂いた。

9 本書の執筆は次のとおりである 。

I 一高橋圭蔵、 II I"'7 、 9 一千葉孝弥、 I I 8 ー山川純一
、 Ill I 、

3 ー車田 敦、 III 2 一 高橋圭蔵
III 4 、 5 一高橋圭蔵、 車田 敦、 三浦幸子、 W一千葉孝弥

編集は高橋が行った。

10 調査に関する諸記録および出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している 。
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I 遺跡の位置と環境

1. 位置と地理的環境

多賀城市は、 仙台市の中心部から北東約10kmの地点にあり、 北側で利

府町、 東側で塩鼈市・七ケ浜町、 西•南側で仙台市とそれぞれ接してい

る。 本遺跡は市中央部の留ケ谷地区にある。

多賀城市の東部は海岸部をのぞくほぼ全体が標高5 "'12mの丘陵とな

っている。 この丘陵は、 地理的にいうと陸前丘陵の一つである松島丘陵

と呼ばれているものである。 その西端部は一 般に高崎丘陵と呼ばれ、 本

遺跡はその北東端部に立地している。 北、 西、 南の三方は大小の谷が入

り込む複雑な地形であり、 東側のみがゆるやかに沖積地に移行している。

遺跡の範囲は東西約150m、 南北約300mである。

2. 歴史的環境

本遺跡が所在する高崎丘陵には、 旧石器時代から江戸時代に至る多く

の追跡が分布している。 南西1.3kmの丘陵南端部には約10万年前と推定さ 第1図 多賀城市の位置

れる旧石器時代の志引遺跡がある。古墳時代の遺跡としては西1.3kmの丘

陵西端部に中期頃とされている丸山囲古墳群、 南西0.9kmの地点には後期の稲荷殿古墳がある。 西0.8kmの

地点にある多賀城廃寺の調査では前期の竪穴住居が発見されている。 奈良•平安時代の遺跡としては、 多

賀城付属寺院である多賀城廃寺を中心とした広い範囲が高崎遺跡となっている。 高崎遺跡は一般に集落跡

として知られているが、 官衛風の掘立柱建物や工房なども発見されており、 地点ごとに様々な性格を持っ

ていることが推定される。 北0.5kmの地点にある野田館跡、 小沢原遺跡もこの時期の集落跡と考えられてい

る。 中世の遺跡としては南0.9kmの地点に桜井館跡、 北0.5kmの地点に矢作ケ館跡と野田館跡がある。 志引

遺跡やその西側の東田中窪前遺跡も館跡と考えられている。 近世の追跡としては高崎遺跡弥勒地区におい

て屋敷跡を発見している。 また、 本遺跡の東側に隣接している向泉院には仙台藩の御用米の運搬などのた
Ul 

めに御舟入堀を切り拓いた和田織部房長の側室の墓がある。 この他、 埋蔵文化財包蔵地からは外れるが、

本遺跡南西部の旭ケ岡地区に「御屋敷」という字名があり、 かつて開墾した際に焼土、 灰、 土器類が出土
>(2) 

したといっ 。

このように、 高崎丘陵には各時代にわたる遺跡があり、 しかもその多くが複合遺跡であるなど、 良好な

生活環境にあったことが推定される。

(1) 和田氏の家臣の多くがこの寺を菩提寺としていることなどから本遺跡の周辺一帯に和田氏及びその家臣の屋敷があったとする
説がある（寺嶋修二「貞山運河、 七北田川の付替、 御舟曳堀、 蒲生御蔵前、 鶴巻御蔵、 苦竹御蔵の歴史」r高砂の歴史」1984) 。

しかし、 この見解については根拠となる史料が提示されていないため検証することができず、 また和田氏が留ケ谷周辺を知行し
たということも仙台藩の記録の中に見出すことができない。

(2) 出土品については現在所在不明。 「多賀城町誌J (1967)では、 確証はないとしながらも留ケ谷内膳居館跡か、 としている。 留
ケ谷内膳については詳細は不明であるが宮城郡の小領主と考えられている（佐々木慶市『水沢市史」2 中世 1976) 。
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II 第 1 次調査

1. 調査要項

遺 跡 名

所 在 地

調 査 面積

調 査 期 間

調 査主体

調 査担 当

調 査 員

調 査 協力

調査参加者

留ケ谷遺跡 （宮城県遣跡登載番号18047)

宮城県多賀城市留ケ谷一丁目330番1

1,300m1 (対象面積2,380面）

昭和60年 4月20日""'7月 3 日

多賀城市教育委員会 教育長 玉晶 誼

多賀城市教育委員会 社会教育課文化財保護係

高倉敏明 滝口 卓 石川俊英 石本 敬 千葉孝弥 相沢清利

留ケ谷地区集会所

赤間かつ子 阿部敏子 阿部トシ子 阿部美智子 阿部美津子 猪俣敏子 浦山一馬

遠藤一代 小野玉乃 黒崎庸治 後藤はつみ 桜井栄子 桜井三千夫 佐々木四郎

佐藤節子 佐藤たま子 佐藤東三 下道博信 菅原絹代 鈴木 勁 高野敏子 千葉享一

角田静子 鶴巻まき子 早坂えみ子 渡辺園恵 渡辺ゆき子

（遺物整理）滝口裕子 我妻悦子 柏倉霜代 須藤美智子 熊谷純子 黒田啓子

分布調査 調査期日 昭和59年9月19日

調 査員 高倉敏明 滝口 卓 石本 敬

試掘調査 調査期間 昭和59年11月6日-...,11月17日

調査面和 80m2 

調 査員 石本 敬 千葉孝弥

2. 調査に至る経緯

本調査は、 株式会社瀬戸建業（多賀城市留ケ谷三丁目6-3)による当該地の宅地造成計画に係る事前

調査である。

この件について、 昭和59年7月4日付で都市計画課長から社会教育課長にあてて開発行為に係る事前協

議について照会があった。 これに対し、 社会教育課では、 当該地が埋蔵文化財包蔵地である高崎遺跡に含

まれることから、 提出された計画書にもとづく土木工事に当たっては事前に当課との協議が必要である旨

指導するよう回答した。 同年9月12日、 株式会社瀬戸建業から教育委員会にあて、 開発計画のため当該地

の埋蔵文化財の有無について協議の依頼があった。 これを受けて、 社会教育課では 9月19日に開発計画予

定地内の分布調査を実施し、 2条の土塁状の高まりとそれに並行する空堀状の落ち込みを発見した。 これ

らは、 予定地北側の切り通しにおいても確認することができた。 予定地内は雑草が繁茂していることから

遺物は採集できなかったが、 周辺の畑地からは古代の土器類を数点採集することができた。 さらに詳細な

資料を得ることを目的として、 11月6日から1 7日にかけて試掘調査を実施した。 土塁や空堀の状況を見る

ため、 東西トレンチ2条、 南北トレンチ1条を設定し、 約80面の調査を行った（第4図）。 この調査におい

て土塁•空堀の構造が把握され、 さらにそれらの下層遺構の存在を確認するなどの成果を挙げた。 これを

4
 



ふまえ、 株式会社瀬戸建業に対し、 11月28日付で開発の際には発掘調査が必要であることを通知した。 そ

の後、 調査期間・費用に関する協議を行い、 双方の同意が得られたため、 4月22日付で地権者鈴木いと（多

賀城市留ケ谷一丁目14-1) から正式に発掘調査の依頼書が提出された。 発掘調査に係る一切の賀用は地

権者の負担によるものとし、 昭和60年4月30 日から6月30日まで約2カ月間の予定で調査を実施すること

に決定した。

なお、 当該地から向泉院にかけての丘陵上には土塁•空堀などの遺構が何箇所かで確認されている。 こ

れらは通常館跡に顕著に見られるものであることから、 今回の調査を契機としてそれらの存在する東西約

第4図 試掘鯛査トレンチ配置図
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150m、 南北約350mの範囲を高崎遺跡から分離して「留ケ谷館跡」と登録し、 その後「留ケ谷遺跡」と改

め忍

第5図 試掘調査前の状況

第6図 試掘調査

3. 調査方法と経過

(1) 調査方法

対象地区の内、 確認調査で土塁•空堀を発見した中央部から東側にかけての北斜面に調査区を設定した。

最も低い北東部は遺構の存在が希薄と予想され、 土捨て場とした。 土塁 • 空堀の関係を把握するため 、 試

掘調査のNo. l·2 トレンチを利用して東西方向のセクションベルトを 2 箇所設定し、 その他は全体的に表

土を除去した。 その後、 遺構がさらに西側にも存在することが予想されたため 、 南西隅に東西トレンチを

設定し（南西拡張区） 、 遺構の検出を行った。 追物の取り上げについては、 便宜的に調査区南半部をA区、

北半部の内のさらに南半分をB区、 それより北側をC区として行った。

実測固の作成にあたっては、 本調査区が傾斜地にもかかわらず同位置で何回かの改修が予想されたため

全体に遣り方を設定した。 縮尺は平面図• 断面図ともに20分の 1であり、 平面図には20cm間隔の等高線も

同時に記入した。 なお、 遺構の全体像を早急に把握する必要性から、 遣り方実測に先行して100分の1の縮

尺による平板実測も行った。

(3} 第 1 次調査区における古代の遺構の存在と、 その周辺にも古代の遺物が広く散布することから複合遺跡とした方が適切である
という結論に達し 、 名称を改めた（「留ケ谷遺跡（第 2 次調査）」多賀城市文化財調査報告密第14集「年報 1 昭和61年度J 1987) 。
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遺構写真は35ミ リ のモ ノ ク ロ フ ィ ルム と リ バーサルフ ィ ルム で撮影 し、 必要に応 じ て 6 X 7 セ ンチ版モ

ノ ク ロ フ ィ ルム と リ バーサル フ ィ ルムで撮影した。

(2) 調査経過

今回の調査は 4 月24 日 か ら 7 月 3 日 ま で、 実働51 . 5 日 間実施した。 要 した人員はのべ1 ,045人であ る 。 調

査経過につ い て は以下の と お り であ る 。

4.24 m機によ る 表土除去開始 (-25日）
4.26 器材搬入
4.30 作業員が加わ り 、 人力によ る 表土除去開始
5. 1 東西方向のセ ク シ ョ ンペル ト 2 箇所に設詔。南側 3 分の

1 の表土除去終了
5. 9 土塁の西側をめ ぐ る南北溝検出 ( SD08) 
5.13 調査区南東部の段築の状況を見るため一部拡張。 ト ラバ

ース測量開始
5.15 調査区西側斜面の第II層を掘 り上げ、 SD08のプラン検

出。調査区北端部の切り通しの断面で土塁積土の状況を検
討。 地山上にある黒色土が積土か旧表土かが問題と な る

5.16 S D08堆積土の掘 り下げ作業開始(-5月27日）。 ト ラバ
ース測量終了

5.21 平面図作成のため の基準点設定 (�22日） 。 平板実測
c-22日）

5.24 S D07プラン検出。 堆積土の掘 り下げ (�27日）
5.27 整地層B との関係をみるため、南東部の段築の部分を東

側に拡張
5.28 全景写真撮影。 遠り 方設定開始 (� 6 月 5 日）
5.29 南西隅か ら西側 にかけて東西に長く 拡張区を設定（南西

拡張区）

4 .  層 序

5.30 南西拡張区で南北溝 2 条検出 ( SD10 · 11) 
5.31 南西拡張区西端で南北溝 1条検出 ( SD13)。 本 日 ま で

に調査区内の上層遺構の確認終了
6. 5 南西拡張区を調査区南端まで拡張。東西溝検出(SD12) 
6. 6 上陪遺構の平面図作成開始
6.12 SD09の在 り 方を見るため一部拡張
6.14 S D07南端部周辺の精査
6.15 S D09は第II層に覆われてい る こ とを確認。 SD07南端

部の西側において東西方向の落ち込みを確認（のち 、 SD
08Aの一部 と推定）。 調査区北東の状況把握のため北壁に
ト レ ンチを設定

6.17 北壁 ト レ ンチで南北溝検出 ( SD05) 
6.22 整地層B と SX02と の関係を検討
6.24 調査区南東隅の整地陪B除去。 SD04がSXOlAの下に

入 り込んで行 く 状況を確認。

S X02 · S  D07の断ち割 り 調査 (- 7 月 3 日）。 それぞ
れ古段階の状況を確認し、部分的に段階ごとに掘 り進める

7. 3 整地層およ び土塁の下のSXl4·15の調査。 すべての調
査終了

調査区中央部 に お い て は南北に土塁が延びてお り 、 表土を除去す る と 直 ち に そ の積土や そ れ に 関 わ る 整

地層 A · B が現れた。 土塁の西側や南西拡張区では第田 a • III b 層 を発見 し た 。 こ れ ら は直接的な上下関

係がないため 、 新旧関係 を 明 ら か に で き なかっ た も

のが多い。

第 I 層 表土

第II層 にぶい黄褐色 (lOY R5/3) 砂質土。

南西拡張区で地山上に堆和している。

現代の陶磁器等出土。

第III a 層 にぶい黄褐色 (lOY R 4/3,.....,5/4) 砂

質土。 S -12ラ イ ンか ら 北側に分布。

こ の上面は S D08B の確認面 と な っ

て い る 。 S D09 を覆っ て い る 。

第III b 層 にぶい赤褐色 (5Y R4/3) 砂質土。

南西拡張区の西側斜面にのみ分布し、

第 II層に覆われて い る 。 硬 く 締 ま っ

て い る 。 遺物は出土 し て い な い。

第III C 層 にぶい黄褐色 (lOY R4/3) 砂質土。

、くC区＞

15m 

第 9図 堆積層 ・ 整地層の分布
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S X02の東側にのみ分布し、 S D 05を覆っている。

整地層A 褐色 (lOY R4/4) 砂質土。 調査区南端部か ら S -12ラ イ ンまで分布。 この上面は S D08B

の確認面となっ ている。 中世の無釉陶器が出土している。 第III a 層 との関係は不明。

整地層 B 黒褐色 (lOY R3/1 ) 砂質土。 S XOlの東側に分布し、 それを覆っている。

5 .  発見 し た遺構と遺物

今回の調査で発見した遺構は、 土塁3条、 溝12条、 土壇 l 基、 焼土土壊 2基である。 以下、 (1)土塁とそ

の関連遺構、 (2)土塁以前の遺構、 (3)土塁との関係が不明な遺構の順に説明する。

(1) 土塁とその関連遺構

① S X Ol土塁とS D08溝跡

S XOlは緩やかな丘陵北斜面に構築されている土塁である。 調査区南端部から中央部にかけて南北にの

びている。 S D08はその西側に沿っ て延びている溝である。 それぞれ 1 回の改修が認められる (A→ B ) 。

【 S XOlA · S  D08A 】 S XOlAと S D08Aはいずれも S XOl B の積土によっ て完全に覆われている。 部

分的な調査にとどまり、 平面的にはそれぞれ8.5m検出したにすぎない。

S X O l A は地山上に直接構築されたもので、 厚さ10"-30cmのにぶい黄褐色土と黒褐色土がほぼ水平に 和
(4) 

み上げられている。 S D 0 4 • S X 15と重複し、 それらより新しい。 方向は北で約14度西に偏している。 基

AI--H=21.80m 一A'

〇• 2 m  

ぬ 土 色 土性 備 考 檀
貧褐色IOY R5/6 砂買土 し ま り あ り

。

贄褐色IOY RS/8 砂買土 粘性 ・ し ま り あ り。

黄褐色IOY RS/6 砂賃土 粘性ややあり 。

4 褐色lOY R4/6 砂質土 ポソポソの土o

褐色7.SY R4/6 砂質土 地山粒含む。 粘性 ・ し ま り あ り
。 SXO!A積土6 暗褐色LOY R3/4 砂土 地山粒、 炭化物含む。

7 褐色7.SY R4/4 砂質土
褐色JOY R4/6 砂質土 硬 く し ま っ て いる。 S 004埋土
黄褐色lOY RS/6 砂質土 地山プロ ック含む。 粘性あ り• 硬 く し ま っている。

BI---H =18.80m “
 

0.
 

2 m  

鑓 考 種 別

S D18J里土

第10図 SXOl A • SD18断面図

(4) この土塁については、 S-11.5、 S-14ライ ンの断面観察 に よ る と明瞭な積み手の違いが観察される （第10·11図） 。 S-14ラ
ィ ンにおいては、 東側から土塁側に 向かって斜めに堆積している状況が顕著であることから崩壊土の可能性は考えられない。 平
面的には確窓できなかったが、 A · B 2 時期の変遷以外にも更に細分さ れる可能性を指摘しておきたい。
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底幅は3.5m 、 高 さ は0.5mである 。 遺物は、 積土か ら須恵器甕、 赤焼き 土器高台杯、 鉄滓が出土 し て い る 。

S 008A は地山面で検出 し た 。 規模は、 幅1 .5--.... 1 .  8m、 深さ 30cmであ る 。 S XOlA土塁頂部 と の比高差

は0.8mであ る 。

【 S X01 B · S D08B · S D 18 · S D 19】 S X01 B は S XOlA を拡幅して構築された土塁である 。 南北約

14m に わ た っ て確認した。 S D 08 B は S X01 B お よ びその北東部に位置する S X03の西側に沿っ て延びて

い る 溝で あ る 。 直線距離に して42m確認 し た。

S X Ol 8 は S XOlA の西壁側 に の み積土が施 さ れ、 西側に大き く 拡幅 さ れた も のである 。 こ れに よ っ て
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番号 種 類 遺 構 陪位 特 徴 口 径 底 径 器 高 登録翻 図
1 須恵器甕 S XOlB 積土 【外面】 3 段の沈線 ・ 櫛描き 波状文 (34 .8) R - 2  11- 2 

【内面】 ロ ク ロ ナ デ
2 土師器甕 S XOlB 2 層 【外面】体部 ： 不明、 底部 ： 木葉痕 (7. 7) R - 6  

【内面】ユビナデ
3 円盤状土製品 S XOlC 積土 須恵器甕の体部破片を利用 R-15 
4 無釉陶器甕 S XO l C  積土 【外面】自然釉、 オ リー プ褐2.5Y4/4 R-36 

［内面】指頭圧痕→ ヨコナデ、 灰N5/
＜胎土＞浅黄2.5Y7/4

5 石鏃 S D08B 1 層 無茎、 黒曜石製 R-63 11-5 
6 土師器甕 S D08B 2 層 【外面】体部 ： 不明、 底部 ： 木葉痕 (7. 2) R - 5  

【内面】ユビナデ
7 円盤状土製品 S D08B 2 層 須恵器甕の体部破片 を利用 R-13 
8 古銭頃泳通宝］ S D08B 2 層 R-13 

第12図 SXOl • SD08出土遺物
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S D08Aは完全に埋められている。 積土は、 S D08A の西側の高い方から低い方へ斜め に 積 ま れてい る 。

こ の積土は S D08Aの西側では高さ45cmであり、 S XOlAの頂部より約10cm低い。 ま た、 S XOIAとs x

OI B の最も高い部分との間、 すなわち S D08A の上は浅い溝状の窪みとなっている 。 遺物は、 積土から土

師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 無釉陶器甕、 円盤状土製品が出土してい る 。 土師器甕には底部に木葉痕のあ

るものがある（第12図 2 ) 。 須恵器甕は頸部に 3 段の沈線と波状文 を巡らされたものが出土してい る （第12

図 1 ) 。 円盤状土製品は須恵器甕の体部破片 を加工したものであ る （第12図 3 ) 。

S D088 はNo. I ト レンチでは整地層A上面、 No. 2 ト レンチでは第III層上面で検出した。 壁は緩やかに立

ち 上がってい る 。 埋土はNo. I トレンチでは土塁側から強 く 流れ込んだ状況である 。 No. 2 ト レ ンチでは第 I

層が堆積した時点で ま だ窪みを残している 。 規模は、 幅1 . 8,.....,2.0m、 深さ30,.....,54cmである 。 S XOlB 土塁

頂部との比高差は0 .9,.....,1.Zmである 。 遺物は、 埋土 1 層から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 古銭 「仙台通

宝」、 不明鉄製品 、 不明銅製品、 石鏃が出土してい る 。 石鏃は無茎タ イ プであり、 黒曜石製であ る。 2 層か

ら土師器杯・ 甕、 古銭 「寛永通宝」、 円盤状土製品が出土してい る 。 土師器甕は非ロ ク ロ 調整であり、 底部

に木葉痕があ る （第12固 6 ) 。 円盤状土製品は須恵器甕の体部を加工したものであ る（第12図 7 ) 。

S D19は S XOIB の北端部においてその積土下から発見した溝である 。 S D08B によって西側が破壊さ

れてい る 。 平面的にはわずか4.5m検出したのみであ る が、 南北溝であり、 N- 1 ラ イ ン付近で大 き く 東側

に屈曲して北側に延びてい る 。 規模は、 幅1.5m以上、 深さ39cmである 。 壁の立ち上がりは緩やかであり、

埋土は土塁とは反対の西側の低い方から入り こ んだよ う な状況である 。

S D18は S XOIB の北東部で発見した東西溝である 。 S Xl7土壇の整地層に覆われており、 地山面で検

出した。 東側は S D07C 、 西側は S D08B によってそれぞれ破壊されており、 東西3 . 7m検出したのみであ

る 。 方向は、 東でわずかに北に偏している 。 規模は、 幅2.8m、 深さ38cmである 。 壁は緩やかに立ち上がっ

ており、 底面はやや北に傾斜している 。 埋土の状況は S Dl9と同様であ る 。 追物は、 埋土 1 層から土師器

杯 ・ 甕の体部破片が数点出土している。

S D l9については、 No. 2 ト レンチに おいて対応する と考え られる落ち込みが観察されており、 それらの

延長線上には S D08Aがある 。 S D l8についてもS D19の北東延長線上にあり、 層位的にも矛盾しない。

S D08A · S D18 · S D19はN- 1 ラ イ ンで東側に屈曲するとい う 点で S D08B とき わめて類似した在り

方を示すと こ ろ から、 一連の遺構である 可能性が高い。

② S X06土壇

調査区南半部で発見した土坦である 。 S XOIB の北半部に盛土整地して造成されており、 範囲は南北約

8 m、 東西約llmである 。 上面はほ ぼ平坦であ る 。

③ S X03土塁

調査区北半部で発見した南北方向の土塁であ る 。 調査区北壁から約16m にわたって検出した。 第 I 層 を

除去する と直ち に積土が現れ、 その西側に S D08B 、 東側に S D07が並行して延びている。 構築にあたっ

ては、 にぶい黄褐色土が地山面にほぼ水平に粗 く 租 ま れている。 方向は、 北で東に約 4 度偏している。 規

模は、 基底幅2.8m、 高さ45cmである 。

遺物は、 栢土から須恵器瓶が出土してい る 。

④ S X02土塁と S D07溝跡

S X02は調査区北東部で発見した南北方向に延びる 土塁である 。 S X06土壇の北東部に接続してい る。
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S D07はその西側に沿っ て延びる南北溝である。 S X02· S D07ともに 3 時期の変遷が確認されている ( A

→B→ C ) 。

【 S X 02A ・ S D07A】 S X 02A ・ S D07Aはいずれも S X 02A · B に よ っ て完全に覆われているため B ·

C 期の積土を数箇所断ち割っ て部分的に検出したものである。

S X 02 A は地山上に直接栢土を施されたものである。 規模は、 基底幅約 2 m、 積土の高さは55cmである。

東西に緩やかに屈曲 しながら 延びている。

S D07A は調査区北壁で見ると幅l.lm以上、 深さ50cmである。

【 S X02B · S  D 07 B 】 S X02C の積土の西側 2 分の 1 を取 り はずし、 約21mにわたっ て検出した。

S X 02 B は S D07Aを埋め、 西側に拡幅されている。 構築にあた り 、 東側すなわち土塁のある方向から

西側に向かっ て和まれている。 方向は、 東西方向に緩やかに屈 曲 してはいるが両端を結んだ線でみる と お

およ そ発掘基準線に一致している。 規模は、 基底幅3.lm、 積土の高さは60cmである。

S D07B は調査区北壁で見ると幅l . lm以上、 深さ 40cmである。

【 S X02C · S  D 07 C 】 S X02C は約21m、 S D07C は約17m検出した。

S X 02 C は S D 07 B を埋め、 西側に拡張している。 積土の構築方法はB期と同様である。 方向について

もおおよ そ B 期と同様である。 規模は、 基底幅 4.2m、 積土の高さは60cmである。 遣物は、 積土から 土師器

杯、 須恵器杯•長頸瓶 ・ 甕、 瓦質土器、 砥石などが出土している。 須恵器甕は頸部に 3 段の沈線と波状文

が巡ら されたもので、 S XOlB 出土資料と接合した （第12図 1 ) 。

S D07C は調査区北壁で見ると幅l.Om、 深さ30cmである。 遺物は、 埋土 1 層か ら土師器杯・甕、 須恵器

杯•瓶 ・ 甕、 不明銅製品などが、 2 層 から須恵器杯•瓶が出土している。

⑤ S X20腰郭

調査区北東部で発見した腰郭である。 段とその下に平担面を造 り 出したものでS X Olの東側に位置して

いる。 南北約12m、 東西約4mにわたって確認した。 同位置で1 回の改修が認められる。

【 S X 20A】地山面を削平して造成したもので整地層 Bによ っ て覆われている。 段の高さは約0.7mで、 壁

はやや急になっている。

【 S X20B 】 S X 20Aを覆 う 整地層 B に よ っ て構築されたものである。 段の高さは約0. 9mで、 壁は S X20 

A よ り 緩やかである。

(2) 土塁以前の遺構

土塁以前の遺構と してはS D 05 • 04· 16 · 09溝跡、 S X l 4 · 15窯状遺構がある。

① S D05溝跡

調査区北東部で発見した南北溝である。 調査区北壁か ら 約12mにわたっ て検出した。 第IJI C 層に覆われ

てお り 、 地山面で検出した。 S X 02土塁と重複してお り 、 それよ り 古い。 方向は、 N-15ライ ン か ら北側

では北で東に約12度偏しているが、 南側では南北発掘基準線にほぼ一 致している。 規模は、 幅l. 7-2.2m、

深さは30,...,_,38cmである。 断面の形状はV字形である。 堆積土は、 上層がにぶい黄褐色土、 下層が褐色土で

あ り 、 いずれも東西両側から 流れ込んだ状況で堆積している。

なお、 N- 1 ラ イ ンの断ち割 り 調査によ っ てその延長部分と見ら れる落ち込みを確認しているので、 さ

ら に南側に延びていることが考え ら れる。

遺物は、 堆積土 1 層か ら 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 灰釉陶器瓶、 無釉陶器甕、 2 層か ら須恵器甕が
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ぬ 土 色 土性 備 考 種 別

1 褐色lOYR4/6 砂質土
2 褐色IOY R4/6 砂質土 地山粒、 炭化物を含む。 硬 く し ま っ

且
贄
褐貧

に

褐

褐
ぶ

色
色

色
I

い
O

贄
I

I
Y
O

O
褐
Y

Y 
R 4

色

R

R
/

S

6
S
I

/

/
O

6 

8 
Y R4/3 

ている。

砂質土 地山プロ ッ ク を 含む。 S X02C積土
砂質土
砂質土 地山粒｀ 炭化物を含む。

砂質土
7 黄褐色IOY RS/6 砂質土 地山粒含む。 硬 く し ま っ てい る。

8 黄褐色lOY RS/8 砂質土 地山粒を含む。 硬 く しまっている。
S X02B積土

9 黄褐色JOYRS/6 砂質土
10 黄褐色lOYRS/8 砂賣土 地山粒を含む。 硬く しまっている。

II 黄褐色IOY RS/6 砂質土 地山て粒をる含む。 粘性強い
。 硬 く し ま SS 0X

0
0
7
2AB埋

積土
土

か
つ い 。

12 黄褐色JOYRS/8 砂買土
13 褐色IOY R4/4 砂買土 炭や化や物あわ

り
。

ずかに含む。 粘性 ・ しま り
S X02A積土

14 褐色IOY R4/4 砂土

----i F' FI----H =19.80m 

〇．

2 m  

--J G' GI-H=l8.20m 

2 /Tl 0・

別＿

--iH' HI-H=18.80m 

別＿

S X20埋土

種＿土性
声

昌含む。 し ま り あ り 。

SX20断面図

考一鋼土 色
褐灰色7.SY R4/l 
灰貧褐色lOYR6/2 
にぶい賃橙色IOY R6/3 
にぷい黄橙色IOY R6/4 
明黄褐色lOY R6/4 
貧橙色7.SY R6/6 

第14図

ぬ
丁＿

2＿
3-
4-
5＿
6

― ―-II
' 

O‘
 

I I--H = 21. OOm 

18 



出土している。 灰釉陶器瓶は体部破片である。 体部最大径は約10. 5cmと推定さ れる（図版11- 6 ) 。 無釉陶

器甕も体部破片である。 外面はヘラ ナ デ、 内面は ヨ コ ナ デ調整さ れている。

② S D04溝跡

調査区南東隅で発見した南北溝である。 整地層Bに覆われ、 地山面で検出した。 S D16と重複しており、

それより新しい。 北側はS Xl4の南側で途切れているが、 南側は S XOlA土塁の下に入り込み、 さ らに延

びている。 検出で き たのは12. 5mである。 北半分は東側へ、 南半分は西側へ緩やかに湾曲している。 検出

した範囲にお いてその両端を結んだ線で方向をみると北で約15度東へ偏している。 規模は、 幅0 . 7�1.0m、

深さ32.......,36cmである。

遺物は、 埋土 l 層から土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕、 円盤状土製品が各 1 点出土している。 土師器杯は コ ッ

プ形の杯の底部破片であり、 須恵器杯は底部が回転ヘラ ケ ズ リ された ものである。 円盤状土製品は須恵器

甕の体部破片を加工したものである （第15図 1 ) 。

③ S D16溝跡

調査区南東隅で発見した南北溝である。 整地層Bに覆われ、 地山面で検出した。 南北ともS D04に切ら

れており、 約 6 m検出したに と ど ま った 。 方向は、 北で西へ緩やかに湾曲しているが、 直線的な部分で見

る と 北で約19度東へ偏している。 規模は、 幅0.5.......,0.6m、 深 さ は14cmである。

なお 、 ト レンチの断面において S D04より古い深さ42cmの溝跡を確認している。 これは、 堆稜土のあり

戸乞ニミ�
1

4
 

。 lOc::m 

番号 種 ’
類 遺 構 層位 特 徴 口 径 底 径 器 高 登 図

1 円盤状土製品 S D04 1 層 須恵器甕体部破片を利用 R-12 
2 無釉陶器甕 S D09 2 層 【外面】ヘラナデ、 にぶい黄褐lOY R-29 12-8 

R4/3 
【内面】 ヨ コ ナデ、 褐灰lOY RS/1
＜胎土＞褐灰lOY R5/l 

3 無釉陶器甕 S D09 2 陪 【外面】ヘラナデ、 褐7.5Y R4/3 R-30 12-4 
【内面】指頭圧痕→ ヨ コ ナデ、 灰N

5/ 
＜胎土＞ にぶい黄橙lOY R7/4、赤

い粒子を含む
4 無釉陶器甕 S D05 l 層 ［外面】ヘラ ナデ、 褐7.SY R4/3 R-32 12-5 

［内面】 ヨコナデ、 iこぶい黄2.5Y6/4
＜胎土＞外 ： 灰白lOY R8/1 

内 ： 褐灰lOY R6/l 
第15図 S004 · 09 · 05出土遺物
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かたおよ び位置関係、 ま た S D 0 4との重複関係から本溝跡の可能性が高 く 、 さらに南側へ延びている可能

性がある。

④ S D09溝跡

調査区南西部で発見した南北溝である。 第田 a 層に覆われてお り 、 地山面で検出した。 調査区南壁から

西壁にかけて約19m検出しているが、 それぞれさらに南北に延びている。 方向は、 南側では北で約14度西

に偏しているが、 北側では南北発掘基準線とほぼ一致している。 底面は北側に向か っ て傾斜している。 上

端 ラ イ ンは凹凸が目立つ。 規模は 、 幅0 .9,-...,l.3m、 深さは北側はわずか10cmであるが南側の最も深いとこ

ろ で は36cmである。

遺物は、 埋土 2 層から須恵器瓶 ・ 甕、 無釉陶器甕が出土している。

⑤ S Xl4焼土土壊

調査区中央部東壁付近の緩やかな北斜面で発見した焼土土壊である。 S X06土壇の積土に覆われてお り 、

地山面で検出した。 平面形は南北にやや長い楕円形であり 、 規模は長径65cm、 短径54cmであ り 、 深さはお

おむね15cmである。 壁は全体が赤変硬化してお り 、 南側の一部はさらにその内側が還元状態に な っ ている。

立ち上がり の角度についてみると、 南側の立ち上が り が急であり 、 他の 3 面はそれ よ り 緩やかである。 底

面はほぼ平坦であ り 、 炭化物層が厚 く 堆積している。 おおむね 4 cmであるが北側は厚 く 12cmである。 その

上には焼けた壁の細片や炭化物を含む層が堆積している。

造物は、 埋土 1 層から土師器杯が 1 点出土している（第16図） 。 体部がほぼ直立する コ ッ プ形の器形であ

る。 外面は剥落しているが底部に糸切り 痕がわずかに観察され、 内面はヘラ ミ ガキ•黒色処理が施されて

いる。

SOl 

02
_

 

E
 

] ] '  
トー H=20.50m - —l 

K 
f--L =19.SOm --f 

池 土 色

屯
土性

砂質土I焼けた側壁の細片:砒物を含： ややしまりあり。

’ 種 類 層位 特
土師器杯 I 濁1 【外面】体部 ： 磨滅

徴

底部 ： 糸切 り ？
［内面】ヘラ ミ ガキ • 黒色処理

第16図 SX14平面 • 断面図 ・ 出土遺物

ロ 径I底 径
I

器 高 1登録番号
(4.2) R - 4  

0 5 cm  
I一↓ ·=· ー: ·I
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⑥ S Xl5焼土土堀

調査区南半部の緩やかな北斜面で発見した焼土土壊である。 S XOlA土塁の積土に覆われており、 地山

面で検出した。 平面形は東西にやや長い楕円形であり、 規模は長径84cm、 短径70cmであり、 深さはセ ク シ

ョ ンベルトでみると約30cmである。 壁の角度は西側が東側に比べて急である。 底面はほぽ平坦である。 埋

土には炭化物が多紐に含まれている。 特に東壁付近に焼土や炭化物が多 く 認められる。

遺物は、 埋土 1 層から土師器小型杯、 須恵器瓶が出土している。 土師器小型杯は非ロ ク ロ 調整で底部は

平底である。 体部は口縁部付近まで手持 ち ヘ ラ ケズ リ されている。 口縁部には油煙状の付着物があり、 灯

明皿として使用 さ れたと考え られる（第17固） 。

2
 
。w

ー

仁 H=21.00m ---4'' 

｀ 
凡 H= 21.00m ー�'

て 0 5 cm  
1:-:-,�r, ―’―一1

種 類
1

層位
1

特 徴 1口径I底径I器高l図版番号
土師器杯 1 層 【外面】口縁部 ： ヨ コ ナ デ 7.5 4! .8 2 . l  R - 3  

体部～底部 ： 手持ちヘラケズリ
【内面】ヘラ ミ ガキ • 黒色処理
◎灯明皿と して使用

第17図 SX15平面• 断面図 ・ 出土遺物

(3) 土塁との関係が不明な遺構

調査区南西部およ び南西拡張区で発見した遺構としては S D lO · ll ・ 12 · 13溝がある。

① S D lO溝跡

南西拡張区の地山面で発見した南北溝である。 長さ8.5m検出した。 S D 12と重複しており、 それより古

い。 方向は北で約15度西に偏している。 壁の立ち上がりは東側と比較して西側がやや急である。 上端ラ イ

ンは直線的である。 規模は、 幅が1 . 5"'1 . 8m、 深さ0.5mである。

遺物は、 堆積土 1 · 2 層から土師器甕が出土している。

② S D ll溝跡

南西拡張区の地山面で発見した南北溝である。 ほぼ平坦な地形の西端部に位懺しており、 本溝から西側

に向かって傾斜している。 長さ8 .7m検出した。 S Dl2と重複しており、 それより古い。 方向は、 南側がや

や東側に偏しているが、 大部分は南北発掘基準線とほぼ一致している。 規模は、
一部 く びれている部分で

0 . Sm、 広い部分で1 . 4mであるがおお む ね0 . 9mである 。 深さは、 南端部では42cm、 北端部では25cmである。

壁の立ち上がりは東側と比較して西側がやや急である。 埋土上層は地山小プロ ッ ク を多 く 含んだ約15cmの

層であり、 人為的に埋められた可能性がある。

21 



遺物は、 堆積土 1 層から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 瓶 ・ 甕、 赤焼き土器杯 • 高台鉢、 円盤状土製品など

が出土している。 赤焼き土器杯には内面に油煙状付着物の認められるものがある。 2 層から土師器杯、 須

恵器杯、 赤焼き土器杯が出土している。

③ S D12溝跡

南西隅から南西拡張区にかけての地山面で発見した東西溝である。 東側は屈曲して S D09の0.5m西側で

止まっているが、 西側はさらに調査区外へ延びている。 直線距離にして約8.5m検出した。 方向は、 直線的

な部分でみると東で約15度北に偏している。 底面は、 東半分はほぼ平坦であるが、 西半分は西側へ傾斜し

ている。 規模は、 幅0. 2----0.5m、 深さ 4. 7cmである。

④ S D l3溝跡

南西拡張区の西端部で発見した南北溝である。 本溝跡は、 調査対象地区である丘陵とその西側に位置す

る丘陵との間の最も低い位置にある。 第m e 層に覆われ、 地山面で検出した。 長さ 4. 8m検出したのみであ

るが、 北側はさらに調査区外へ延びている。 方向は、 北で約1 4度西へ偏している。 規模は、 幅 l . 4----l .6m

であ り 、 深さは調査区北端部で55cmである。

遺物は、 堆積土 1 層から須恵器甕• 瓶などが出土している。

N← - H=21.60m 一N'

゜ 2 m  

油 土 色 土性 傭 考 種

黒褐色JOY R2/2 砂質土 バサパサした土。 根の混入あ り。 第 1 層

黄褐色JOY RS/6 砂質土 第U層

褐色lOY R4/6 砂質土 硬く しまっている。

4 黄褐色lOY RS/6 砂質土 硬 く しまっている。

SDIO埋土
5 褐色!OYR4/6 砂賀土 地山プロ ックを含む。

貿褐色IOY R5/8 砂質土 地山プロックを含む。硬 く ガ リ ガ リ している。

7 明褐色7 .SY RS/8 砂質土 地山プロ ッ ク を含む。 硬 く しまっている．

8 褐色lOYR4/6 砂土 粘性• し ま り あ り 。 S Dll埋土， 明褐色7.SY R4/6 砂質土 地山粒を含む。 硬く し ま っ て い る。

10 贄褐色IOY RS/6 砂土 地山プロ ッ ク を 含 む。 硬 く しまっている。

第18図 S010 · 11断面図

OI--H= l9.00m 一O'

ぬ 土 色 土性 備
灰褐色SY R4/2 砂質土 ポソポソの土。 根の混入あり。

2 にぷい赤褐色SY R4/3 砂質土 粘性が強く 、 し ま り あ り。

にぶい褐色土7.5Y R5/4 砂質土 ボソポソの土．

4 にぶい橙色7.SY R6/4 砂質土 地山粒わずかに含む。

灰褐色7 .SY R4/2 砂質土 し ま り 弱 い。

6 ● にぷい褐色土7.5Y R5/4 砂質土 粘性が弦く 、 し ま り あ り。

6 b  明贄褐色土lOY R6/6 砂”土 地山プロ ッ ク を含む。

2
t 

第19図 SD13断面図
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(4) 遺構外出土の遺物

整地層 A か ら は土師器杯 • 羽釜、 須恵器甕、 無釉陶器甕、 円盤状土製品、 不明鉄製品が出土 し て い る 。

土師器羽釜は口縁部と鍔の一部が残存 し て い る 小破片 で あ る （第20固 1 ) 。 無釉陶器甕に は菊花状の押印の

施 さ れた も のが 1 点あ る （第20図 4 ) 。 円盤状土製品は須恵器甕の体部破片を加工 し た も の で あ る （第20固

2 ) 。

疇し
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番号 種 類 地 区 層 位 特 徴 登録番号 図版番号
1 土師器羽釜 整地陪A 【内 ・ 外面】 ロ ク ロ ナ デ R-42 ll-4 
2 円盤状土製品 整地層A 須恵器甕の体部破片を利用 R-14 
3 無釉陶器甕 整地層A 【外面】自然釉、 浅黄5Y7/3 R-35 11-7 

【内面 】 ヨ コ ナ デ、 灰5Y6/l
＜胎土＞灰黄2.5Y6/2

4 無釉陶器甕 整地恩A 【外面】自然釉、 黄褐2.5Y5/6 R-34 11ー10
【内面］ ヨ コ ナ デ、 灰N5/
＜胎土＞にぶい黄2.5Y6/3、赤い粒子を含む
◎菊花文の押印

5 無釉陶器甕 整地層B 【外面】ヘ ラ ナ デ 、 iこぶい黄褐10 Y R 5/4 R-27 11-9 
［内面】 ヨ コ ナデ、 褐10 Y R 4/4
＜胎土＞にぶい黄褐lOY R5/4 

6 無釉陶器播鉢 第II層 【外面】体部 ： ョ コ ナデ→下端 を ヨ コ方向 R-23 11-2 
に手持ちヘラ ケ ズ リ

【内面】使用 に よ り 磨滅
＜胎土＞灰白lOY R7/l, 白色粒を多く 含む

7 研磨痕のある土器片 北壁 ト レ ンチ 第 I I 層 須恵器甕体部破片の割れ口の一部を研磨 R-59 
8 砥石 西拡張区 第 I I 層 R -58 

第20図 整地層 A • B 、 第II層出土遺物
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整地層B からは土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯•瓶 ・ 甕、 無釉陶器甕、 軒平瓦が出土している。 軒平瓦は、 瓦

当面に重弧文、 顎部に鋸歯文が施さ れたものである （宮城県多賀城跡調査研究所分類 番号511 ) 。

第II層からは土師器甕、 須恵器甕、 無釉陶器播鉢が出土している。 無釉陶器播鉢は体部破片であり、 外

面に ヨ コ ナ デ調整による凹凸が顕著に残っ ている。 胎土は灰白色を呈しており、 東海地方の製品と推定さ

れる （第20図6 ) 。

第I 層からは土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯•高台杯•瓶 ・ 甕、 赤焼き土器杯•高台杯、 灰釉陶器瓶、 かわら

け、 白磁壺、 無釉陶器甕•播鉢、 古銭 「寛永通宝」、 鉄滓、 不明鉄製品、 不明銅製品および近 ・ 現代の陶磁

&'":. 
丸ふも！

な¥
陸添邸券吟柘閲磁:/胃

ロニ

ロニニ〗 3

,? ニ、6

、ロニ4
0.

 

□ ,_ 2 

10cm 

番号 種 類 地 区 技 法 分 類 特 徴 登録番号
1 軒平瓦 z 桶巻き 作 り 手描き重弧文511 R-21 

平瓦 北壁 ト レ ンチ 桶巻き 作 り I A- a 類 R-66 
平瓦 C 区 一枚作り II C 類 R-67 
平瓦 z 一 枚作 り IIB類 R-68 
丸瓦 南西拡張区 粘土板巻 き 作 り I A類 R-65 
丸瓦 南西拡張区 粘土板巻 き 作 り I A類 R-64 

第21図 第 I 層出土遺物(1)

24 



こ1

。
7 �10 

lOan 

ニ 
＝二月 〇 ● 6 

5
 

CJ D に
こ 12

□ 0□ 
亡 11 三 13

番号 種 類 地 区 特 徴 口 径 底 径 器 高 登録番号 晦翻
1 かわ ら け z 【外面】 ロ ク ロ ナ デ 7.6 3 . 2  1 . 6  R-48 

【内面】磨滅
◎高台は厚く 、 高い

2 無釉陶器甕 南西拡張区 【外面】 自然釉、 暗オ リ ープ7. S Y  4/3 (12. 4) R-49 11-3 
【内面】指頭圧痕→ヨ コ ナデ
灰黄褐lOY R5/2 
＜胎土＞ にぶい黄橙lOY R6/3 

3 無釉陶器播鉢 B 区 【外面］体部 ： ョ コ ナ デ→下端を ヨ コ (3.8) R - 55 11- 1 
方向に手持ち ヘラ ケ ズ リ →高
台貼付→ ヨ コ ナ デ

【内面】使用 に よ り踏滅
＜胎土＞灰5Y6/l、 白色粒を多く含む

4 陶器皿 z 【外面】体部 ： 施釉、 褐2.5Y4/4 (7 .1) (2. 7) 1 . 4  R-11 
底部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ

【内面】施釉、 黄褐2.5Y4/4
5 陶器湯飲 南西拡張区 【外面】体部 ： 施釉、 黄褐2.5Y5/6 5.0 4.6 2 .3  R - 8  

底部 ： 回転ヘラ ケ ズ リ
【内面】施釉、 黄褐2. 5Y5/6

6 陶器蓋 z 【外面】 ロ ク ロ ナ デ 7.6 3.2 1 . 6  R - 7  
底部 ： 回転糸切
にぶい黄橙lOY R6/4 

【内面】施釉、 黄褐2.SYS/6
7 古銭［党永通宝］ z R-11 
8 古銭［寛永通宝］ A 区 R - 12 
， 古銭［寛永通宝］ 南西拡張区 R-10 
10 古銭［一銭］ z 大日本大正十二年 R-18 
11 砥石 B 区 R-18 
12 砥石 z R-45 
13 砥石 南西拡張区 R-19 

第22図 第 I 層出土遺物(2)

25 



器が出土 している。 土師器杯には非 ロ ク ロ 調整で体部に段のある古墳時代後期頃のものが 1 点出土して い

る。 灰釉陶器瓶は体部と底部の破片が各 l 点出土している。 接合しないが S D05溝出土資料と色調 ・ 胎土

が類似しており、 同一個体の可能性がある。 そのう ち 底部破片についてみると、 高台の存在を示すわずか

な 高 ま りが観察 さ れ、 さ らに外面中央部にのみ砂の付着が認め られる （図版11- 7 ) 。 底径は 6 cm以上であ

る。 かわらけは底部の破片資料が 1 点出土している。 底部は体部より 3 倍以上も厚 く 作っており、 い わ ゆ

る柱状高台といわれているものに近い形態である（第22囮 1 ) 。 無釉陶器揺鉢は高台が付いているタ イ プで

ある。 体部下半は横方向にヘ ラ ケ ズ リ しており、 その後高台を貼付して ヨ コ ナ デ調整している。 胎土は灰

白色を呈しており、 東海地方の製品と推定さ れる （第22囮 3 ) 。

その他、 分布調査の際に、 青磁碗の小破片 を 1 点採集している。 口縁部の一部を V字状に小さ く え ぐり、

輪花の装飾を施したものである。 13 · 14世紀頃の製品と考えられる。

6 .  遺構の変遷と年代

今回の調査で発見 した遣構は、 土塁お よ びその関連遺構 (B群） とそれ以前の遺構 (A群） 、 ま た それら

との関係が明らかでない遺構 (C群） の三者に大 き く 区分 さ れる。 以下各遺構の変遷と年代について検討

する。

(1) A 群

このグルー プに属する遺構としてはS D04、 S DOS、 S D 09、 S D 16、 S X14、 S X15がある。 これら

は、 出土遺物から見て古代に属するものと中世以降のもの ( S DOS · 09) とに大 き く 区分 さ れる。

古代の遺構と見られるものは土師器が出土した S X 14 · 15である。 土器はいずれも床面から出土したも

のではないが、 S Xl5から出土した土師器小型杯はおおよそ 8 世紀後葉頃のものと考えられ、 ほ ぼ完形資

料であることから遣構もその年代に近いと判断した 。 S Xl4から出土した土師器小型杯は多賀城跡の調査

で 9 世紀初頭から前葉頃と し て いるものに類似している。

中世の遺構と見られるものはS DOSとS D 09である。 これらの埋土からは無釉陶器甕が出土しているこ

とからお お よ そ中世頃と考 え て お き た い。

S D 04は埋土から古代の土器が数点出土しており、 それ よ·り古い S D l6からは遺物は出土していない。

これらはS D05と方向がほぼ同じであり、 しかもその延長線上に位置 している こ とが注意さ れるが、 両者

の関係は不明である。 し た がって年代についても不明である。

(2) B 群

前節において記述 し た よ う に、 これらの遺構は土塁と溝とが一連の施設として存在したと考えられる。

即ち 、 S XOlとS D08 (各A · B) 、 S X02とS D07 (各A"-' C ) 、 S X03とS D07C 、 S D08BとS X03 

はそのよ う に見ることができ 、 ひい て は S XOlB、 S D08B、 S X03、 S D07C 、 S X02C は同時期に機

能していたと推定される。 ま た 、 S XOlBの北半部に位 置 する S X 06は、 S XO!Bを覆って造成 さ れたも

のであるが、 その北東部にはS X02C が取り付いていることからS X 02 C お よ びそれと一連の他の遺構と

も同時期に機能していたと考えられる。 S XO!Bとの新旧関係は、 工程差とは見な し難いことから、 S D

08はS X OlBの構築から S X 06の造成に至る ま で存在したと考え てお き たい。

従って 、 S XOl B (南半部のみ） 、 S D08B、 S X03、 S X02C 、 S D07C 、 S X 06は同時期に存在した

遺構群として考えることができ 、 これらより新しい遺構は発見でき なかった ことから、 本遣跡における最
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終段階の遺構と見ることができる。 S XOl B 、 S X02C 、 S X03な どの土塁が直接表土に覆われている こ

とや、 S D 08B 、 S D07C が完全に埋没する こ と な く 、 調査前 ま で溝状の窪みとして地表面から も観察で

き たことはその事実を裏付 ける も のであ ろ う 。

S XOl · S  D08のA期とS X02 · S D07のA · B期との関係については明らかにで き なかった。 しかし、

S Dl8 · 19即ち S D 08AがS D07C と重複し、 その東側には延びてい ないことや、 S XOl · S  D08のB期

はA期よりやや西側に拡幅した状況ではあるがほぽ同位臨で屈曲 して延ぴている状況を考慮するならば、

S XOl · S  D08のA期と S X02 · S D07のA · B に つ いて も C 期と同様に一連の施設として機能していた

可能性が考えられる。

以上のことから、 B群の遺構は大 き く 2 段階に区分することがで き る ( I 期→ II期） 。 両者と も細分でき

る要素は認められる も ののいずれも 判定材料に乏し く 、 ここでは可能性を指摘するにとどめてお きたい。

I 期 S XOlA · S D08Aと S X02 · S D07B或いは S X02 · S D07Aが一連の区画施設として

存在したと推定される時期。

II期 S XOlB · S  D08Bと S X02C · S  D07C が存在し、 新たに S X03が加わる時期。 さらに、

最終的には S XOlB の北半部に大規模な盛土整地を施して S X06を造成している。

次 に、 これらの年代について検討する。 手がかりとなる資料は少ないが次の も のがある。

① S X02Aは無釉陶器甕が出土した S DOSより新しい。

② S XOl B積土から無釉陶器甕が出土している。

③ S D08Bの確認面である整地層Aから無釉陶器甕が出土している。

④ S D08Bの 1 層から仙台通宝、 2 層から寛永通宝が出土している。

①～③の無釉陶器甕の詳細な年代は不明であるが、 これらの遺構の上限年代が中世であることを示して

いる。 ④については、 前者の初鋳年代が1784年、 後者が1626年である。 こ の う ち 、 前者については埋土の

最上層から出土しているこ とから本遺構の下限年代 を示す も のと見られ、 18世紀後半頃には完全に埋没し

たことが知られる。 後者の資料は S D08B機能時の も のかそれ以降の も のか判断は難しいが、 近世以降に

土塁や溝で区画した施設は基本的に構築されないとい う 考 え に 従 え ば埋没してい く 過程で混入したと見る

のが自然であ ろ う 。 従って、 これらの遺構の年代 に つ いては大 き く 中世頃と捉えてお きたい。

(3) C 群

土塁およ びその関連遺構との関係が不明な遺構として S D10 · 11 ・ 12 · 13がある。 出土逍物は、 S D lO ·  

11 ・ 13から古代の土器が出土している。 特に S Dllから比較的多 く 出土しており、 古代の遺構である可能

性が高い。 年代は、 1 ・ 2 層 よ り 赤焼 き 土器が出土していることから10世紀前葉頃と考 えられる。 S DlO• 

13に ついては古代の土器が数点出土しているのみであるが、 S D08B や S D09な ど中世の遺構の埋土とは

全 く 異なっていることから古代の遺構である可能性が高いと考えてお き たい。

以上の遺構の関係を整理すると次のとおりである。
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A群

C群

S X 14 

S Xl5  , . .  , .... 

S D 1 6  > S D04 

S 005 

S D09 > 第Illa層

S D 10 � 
S D12 

S D 11 � 

S D13 

S XO 1 A ,,_,,_,,.,_,,_,_, .. > S XO 1 B 

S D
I
↓ 8A � 百�8 B

土／
S X06 

ll 

S XD3 
II 

S D 07 A · -·> S D 07 B · > S D 07 C 
II 

S X 07 A > S X 02 B > S X 02 C 

7. 焼土土壌について

焼土土堀と したS X l4 · 15について少し詳し く 触れておきたい。 はじめに、 これらの特徴を挙げる と 次

の 5 点である。

① 形態的には平面形がほぼ円形

② 底面はほぼ平坦

③ 壁の立ち上がりは一方が急であり、 そ の反対側は比較的緩やか
‘

④ 壁およ び底部の一部が熱を受けて硬化している。 特に壁の急な側に顕著

⑤ 底面に厚い炭化物層が形成されている。

④ と ⑤の特徴から本遺構が火に関わるこ と は確実である。 しかも、 還元状態のため内側が灰黒色を呈し 、

その外側は赤褐色 と色調も変化している こ と からかなりの高さま で温度を上げていた こ と が推定される。

③ と④の特徴は燃料を投入する方向が一定しているこ と を想定させる。 遺描に伴う 遺物は出土していない

が、 このよう な特徴をもつ遺構は土器の焼成施設 とされているものに類似 しているよ う に思われる。

(6) 

同様の特徴を持つ遺構は本遺跡周辺では高崎遺跡第16次調査で 1 基、 同遺跡第20次調査で 1 基発見され

ている。 いずれも年代は不明である。

8 .  出土遺物について
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第 1 次調査で出土した遺物には、 土器、 陶器、 磁器、 瓦、 土製品、 石器、 石製品、 金属製品 、 鉄滓など

(5) 窯跡研究会編 「古代の土師器生産 と焼成遺構J 1997 
(6) 多賀城市教育委員会 「高崎遺跡ー第13�16次調査報告書ーJ 多買城市文化財調査報告密第42集 1996 
(7) 平成 8 年度調査。 未報告。



がある。 表土および堆校層から出土したものが多 く 、 確実に遣構に伴う 資料は少ないが、 各時代の遠物が

出土していることから本遣跡を理解する上で手がかりになる と 考 え られる。 以下、 時代 ごとに整理し、 簡

単に説明する。

(1) 縄文時代の遺物
(8) 

無茎の石鏃 （第12図 5 ) が 1 点出土している。 材質は黒曜石である。 高崎丘陵において縄文時代の遺構

は未だ発見さ れていないが、 土器や石器は各迫跡から少数出土している。

(2) 古代の遺物

土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 灰釉陶器、 瓦が出土している。

① 土師器

杯、 甕、 羽釜がある。 杯はすべて内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理さ れるもので 、 形態がわかるものには体

部がほぼ直立するものと小型のものがある。

第16図は、 体部がほ ぼ直立し、 器高が高い杯である。 このタ イ プの杯は多賀城跡でも数点出土しており、

そ の う ち第62次調査S I 2151出土資料に類似している。 同資料は 9 世紀初頭～前葉頃に位 置 づけられてお

一 4
 

9 11
 

三�---『5

ニ
L1 口�

。 lOan 

1 館山館跡、 2 安久遺跡、 3 山口遺跡
4·5 中田畑中遺跡、 6 小梁川遺跡、 7 多賀城跡

宮城県内出土の羽釜

(8) 石材について は宮城県多賀城跡調査研究所の柳沢和明氏に御教示頂いた。
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{9) 

り、 本資料もおおよ そその頃のものと考えられる。 第17図は、 小型の杯である。 非ロ ク ロ調整であり、 外

面は口縁部が ヨ コ ナ デ、 体 ・ 底部にヘラケズ リ が施される。 底部は平底である。 口縁部に油煙が付着して

おり、 灯明皿として使用されたと考えられる。

羽釜 （第20固 1 ) は口縁部と鍔部の小破片である。 内 ・ 外面とも ロ ク ロ ナデされ、 口縁部はほぼ直立し、

端部はやや外反する。 外面の口縁部から1.5cm下に鍔があり水平に巡っている。 羽釜は、 県内では、 仙台市
0� OD 02) 0� 00 og 

安久遺跡、 中田畑中遺跡、 山口遺跡、 津山町柳津館山館跡、 七ケ宿町小梁川遺跡、 多賀城市多賀城跡、 西
(19 

沢遺跡から出土しているが、 まだ10例に満たない（第23図）。 津山町柳津館山館跡出土例はロ ク ロ 調整の後、

内面がヘラ ミ ガ キ • 黒色処理されたものであるが、 他の資料はすべてロ ク ロ ナデによって仕上げられてい

る。 本例は、 形態的には小梁川遺跡や多賀城跡出土資料に類似している。 小梁川遺跡では共伴した土師器
01) 

からその年代を 9世紀後葉としており、 本資料の 年代もおお よ そその頃と考えられる。

② 須恵器

杯、 蓋、 高台付杯、 甕、 長頸瓶がある。

甕 （第12図 1 ) は、 頸部外面が 3 段の沈線で区画され、 その間に櫛描き波状文が施されたものである。

0� Ot 
このよ うな特徴を持つものは、 県内では、 仙台市土手内窯跡の 3 号窯、 利府町硯沢窯跡の B 2 号窯などで

出土している。 年代については、 前者が田辺昭ーに よ る陶邑窯編 年のTK 217型式期並行( 7 世紀第2 四半

期～中葉） とされ、 後者が 8 世紀中葉とされることから本資料も概ね 7 ,..,_, 3 世紀に属するものと考えられ

る。

③ 赤焼き土器

杯、 高台付杯、 高台鉢がある。 いずれも小破片で特徴的な部分は残っていない。

④ 灰釉陶器

瓶の体部破片 2 点、 底部破片 1 点が出土している。 接合しないが色調 ・ 胎土が類似し、 同一個体と考え

られる。

⑤ 瓦

軒丸瓦 1 点、 軒平瓦 2 点、 丸瓦15点、 平瓦29点が出土している。 軒平瓦 （第21固 1 ) は、 桶巻き作りに

よるものであり、 瓦当面に重弧文、 顎部に鋸歯文が施されたものである。 宮城県多賀城跡調査研究所の分

類 番号511である。 丸瓦•平瓦についても、 同研究所の分類に従え ば丸瓦15点のうち I A類が 2 点、 I I B 類

2 点、 平瓦29点のうち I A類が16点、 II B類が 8 点、 II C 類が 3 点となる。

(3) 中世の遺物
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かわらけ 、 無釉陶器、 磁器がある。

(9) 宮城県多賀城跡調査研究所 「多賀城跡 宮城県多賀城跡調査研究所年報1992J 1993 
(10) 仙台市中田第一土地区画整理組合 「安久造跡発掘調査略報」 1975
00 仙台市教育委員会 「中田畑中遺跡J 仙台市文化財調査報告書第53集 1983 
(12) 仙台市教育委員会 「山口遺跡IIJ 仙台市文化財調査報告書第61集 1984 
(13) 宮城県教育委員会 「柳津館山館跡J 宮城県文化財調査報告書第102集 1984 
U-0 宮城県教育委員会 「七ケ宿ダム関連遺跡発掘調査報告困 I 」 宮城県文化財調査報告書第107集 1985 
(15) 宮城県多賀城跡調査研究所 「多賀城跡 宮城県多賀城跡調査研究所年報1991」 1992
(16) 多賀城跡の東辺に近接した調査区において、 鍛冶炉や竪穴式の工房などを多数発見している。 平成 7 年度調査。 未報告。

(17) 註 7 と 同 じ
(18) 仙台市教育委員会 「土手内J 仙台市文化財調査報告杏第165集 1992 
(19) 宮城原教育委員会 「硯沢 ・ 大沢窯跡ほかJ 宮城県文化財調査報告書第116集 1987 



① かわらけ

底部破片が1 点出土している（第22固 1 ) 。 ロ ク ロ 調整で底部が厚 く 、 いわゆる柱状高台 と いわれるもの

に類似する 。

② 無釉陶器

甕、 揺鉢がある。

甕は、 体部破片が 8 点出土している 。 色調 ・ 胎土からすべて別個体である 可能性が高い。 いずれも粘土

紐巻き上げ成形で、 調整は内面が ヨ コ ナ デ、 外面がヘ ラ ナ デである 。 酸化炎焼成されており、 中世陶器の

分類では姿器系と呼ばれるものに属する。 特徴的な部分がないため、 これら の 年代は不明である。 生産地

についても同様に不明である が、 焼成や胎土の様 子は地元窯の製品より東海地方の製品に類似している よ

うな印象を受ける。 第20固 4 は菊花状の押印が施されたものである 。 同様な押印のある 陶器は常滑窯 （愛
閲

知県） から出土しており、 同窯製品の可能性がある。

播鉢は、 体部破片 1 点、 底部破片 1 点が出土している 。 いずれも外面体部下半が横方向にヘラ ケズ リ さ

れており、 そのうち底部破片 （第22図 3)には高台が貼り付けられている 。 高台のある 擢鉢は東北地方で

も石巻市水沼窯跡や福島県梁川町八郎窯跡などで出土して い る が、 本資料は色調・胎土は灰色を呈 してお

り、 それらより東海地方の製品に類似している。 赤羽一郎 ・ 中野晴久の常滑窯編年によれば、 その 5 型式

期 (13世紀第2 四半期） には高台を有する ものが主流であり、 その後半には平底のものが出現して 、 6 a 
ttO 

型式期 (13世紀第3四半期） には高台が消滅する とされている 。 これに従え ば本資料の年代は、 5 型式期

以前すなわち13世紀第2 四 半期以前と考えられる 。

③ 磁 器

白磁壺と青磁碗が出土している 。 いずれも小破片である。 白磁壺は体部破片であり、 四耳壺などの器種

が推定される 。 青磁碗は口縁部に輪花が施されたもので、 おおよそ13 · 1 4世紀の龍泉窯系のものとみられ

る：
( 4) その他の遺物

近世以降の陶磁器 ・ 古銭、 土製品、 石製品、 鉄滓がある 。

① 近世以降の陶磁器

杯、 皿、 蓋、 湯飲、 碗、 鉢などが第I 層から出土 してい る 。 いずれも小破片で年代や生産地については

不明であるが、 堤焼 （仙台市） など地元の製品や相馬大堀焼 （福島県） に類似しているものなどがある 。

第20図 5 は近代の汽車土瓶に伴う陶器の湯飲である 。 年代は大正～昭和 時代である。

② 古 銭

寛永通宝が4点、 仙台通宝が 2 点、 桐一 銭 が 1 点出土してい る。 寛永通宝はいわゆ る 「ス宝銭」で、 1626

年初鋳の古寛永一文銭である （第12図 8 、 第22固 7,.._, 9)。

③ 土製品

円盤状土製品と研磨痕のある土器片がある 。

(20) 福住高根古窯出土遺物の中に類例が認められる 常滑市役所 「常滑窯業誌J 1974 
(21) 中野晴久 「生産地における編年について」 『常滑焼と中世社会J 1995 
切） 森田勉 「14-16世紀の白磁の分類と編年」 『貿易陶磁研究J No. 2 1982 
(23) 窯業史栂物館 『汽車土瓶J 1995 
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円盤状土製品としたものは、 須恵器甕の体部破片を利用し、 その周縁部を打ち欠いておおよそ円形に加

工したものである （第12図 3 · 7 、 第20固 2 ) 。 同様な製品は多賀城市内の市川橋遺跡や山王遺跡から多数

出土している。 用途は不明であるが、 確実に古代の層から出土しているものもある 。 研磨痕のある土器片

も須恵器甕の体部片を利用したものであり、 断面の一部に研磨痕が認められる （第20図 7)。

④ 石製品

砥石がある。 擦痕の方向はいずれも斜めを基調としてい る（第22図11,.._,13)。 敲打痕が認められるものも

ある （第20図 8 ) 。

⑤ 鉄 滓

試掘調査時に 2 点出土している 。 科学的な分析を行っていないため詳細は不明である 。

8 .  ま と め

① 中世の土塁と溝を発見した。

② 土塁と溝は一連の区画施設として存在し、 2 '""' 3 時期の変遷が認められる 。

③ 下層造構として古代の焼土土塙を 2 基発見した。 これらは土器焼成遣構の可能性がある 。
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1 .  調査要項

所 在 地

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

調 査 担 当

調 査 員

調査協力者

調査参加者

III 第 3 次 調 査

宮城県多賀城市留ケ谷一丁目地内

2oom.2 c対象面積930面）

平成 9 年 4 月11日---- 6 月 26 日

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

多賀城市埋蔵文化財調査セ ンタ ー 所長 木村 忠雄

石川俊英 高橋圭蔵 三浦幸子 車田 敦

菅野昭市 鈴木嘉兵衛 赤間利夫 菅野廣志

赤間栄二郎 浅野 慎 阿部 ト シ子 阿部 弘 安藤美喜子 伊藤正直

大河原政夫 太田拘一郎 大竹重次郎 小川 ち よ子 小川光夫 小野玉乃

菅野恵子 熊谷きみ江 熊谷サ ツ キ 後藤恵子 佐々木軍治 柴田幸四郎

菅原絹代 鈴木太仲 大道寺勉 武山あや子 角田静子 手嶋興美 南城美岐子

橋本 務 平山節子 福永孝二 藤田恵子 星 光治 水越朝治 森 栄一

矢萩栄四郎 山田弘子 渡邊義一 渡邊正一 渡辺ひで子 渡辺ゆ き 子

2 .  調査に至る経緯

本調査は 、 市道中道株木線道路改良工事に係る事前調査である。

本件については 、 平成 8 年11月 に多賀城市建設部道路課から文化財課に対して計画の内容が示され、 埋

蔵文化財 との関 わ り について照会があった。 それによると、 本遺跡のほぽ中央部を南北に延びている幅 4

m の既存の道路を、 その東側斜面を掘削 して幅 6 m に拡幅する と い う ものであ った。

当該地は 第 1次調査区と第 2次調査区 のほぼ中間に位置しており、 第 1次調査では古代から中世、 第 2

次調査では中世 ・ 近世の遺構 ・ 遺物が発見されている。 こ のこ とから、 今回の対象地区においても同様な

遺構 ・ 遺物の存在が予想された。 特に第1次調査で発見した土塁や溝 は 今回 の対象地区に向かっ て延びて

いる可能性が考えられた。 これらをふ ま え 、 対象地区全体を発掘調査する必要 があるこ と、 お よ び拡幅部

分 は 掘削を伴う こ とから事前調査で対応すべき であると判断 した。 その後、 埋蔵文化財調査セ ン タ ー と道

路課が調査日程等について協議を行い、 平成9 年 4 月11日から 調査を開始した。

3. 調査方法と経過

(1) 調査方法

調査対象地区は 東西 4 m、 南北200mである。 そのう ち 、 北端部の約25mは 現道の西側に、 それより南側

の調査区はすべて現道の東側に位置している。 また、 南端部から約30m の地点には 東側から延びる通路が

あり、 その部 分 は 地域住民の便宜を考慮 して調査の対象から除外した。 こ の結果、 調査区は 大 き く 北端地

区、 中央地区、 南端地区に区分される こ と になり、 南端地区をA 区、 中央地区南半部を B 区、 同北半部を

C 区、 北端地区をD 区として調査を進めた。
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実測図の作成に際し、 A,_._,C 区の平面図は縮尺1/20で遣り 方実測を行い、 断面図も縮尺1/20で作成した。

遺構を検出でき なかったD 区については縮尺1/100で平板実測を行った。

(2) 調査経過

今回の調査は 4 月11 日 から 6 月26 日 ま で、 実働45 日間実施 した。 調査経過は以下の通 り である。

4.11 B 、 C 区北側から厖機によ る表土除去

4.13 A、 B 区南側か ら人力によ る表土除去 (�18日）

4.22 A、 B 区迫構検出作業開始

4.24 測兄基準点設誼。 調査区内 を 3 m方眼に割 り 付 け る

(�30日）

5. 2 C区遺構検出作業開始

5. 6 

D区人力による表土除去、及び遺構検出作業開始(� 7 日）

5. 8 D 区全景写真撮影

5.26 B区ベル ト セ ク シ ョ ン図作成、 及び写真撮影。 D 区平面

図作成

4 .  発見 し た遺構と遺物

6. 5 B区東壁セ ク シ ョ ン図作成。 B · C 区間の表土除去作業、

及び遺構検出作業

6.13 C区で土壊検出状況の写真撮影。 その後、 精査

6.16 A区全景写哀撮影

6.19 A区東壁セ ク シ ョ ン図作成

6.25 B区全景写真撮影

6.26 C 区東壁セ ク シ ョ ン図作成、 及び写真撮影。 全ての調査

終了

今回の調査では、 溝跡6条、 土壊 l 基、 およ び柱穴などを発見した。 各区ごとに層序が異 な り 、 相互の

関係も明らかでないため、 以下地区ごとに説明する。 なお、 そ の他の遺構については、 東壁断面でのみ確

認したものであるため、 詳細は不明である。

(1) A 区

① 層 序

第 I 層 ： 黒褐色 (lOY R3/2) 砂質土。 現代の表土である。

第II層 ： 褐色 ClOY R4/4) 砂質土。 調査区全域に認められ、 北側では地山を直接覆い、 南側では第III層の上

に堆積している。

第1II層 ： 褐色 (lOY R4/4) 粘質土。 調査区南側に分布 し 、 地山上に直接堆積している。 上面は S D94の確認

面となっている。 厚 さ は10�2ocmである。 a · b 層に細分することがで き る。

② S D94溝跡

調査区南側で検 出 し た東西溝跡である。 第II層によ って覆われてお り 、 第III層上面から掘 り 込ま れてい

ることを確認 した。 調査区外に延びているため、 確認で き た長 さ は約 5 mである。 方向は北で約25度東に

偏している。 規模は、 上幅2.9m以上、 深 さ 80cmである。 埋土は 7 層に区分することがで き る。 1 ・ 2 層は

ほぼ水平に堆積 してお り 、 3 · 4 • 5 層は南側から強 く 傾斜したような状態で堆積している。 遺物は土師

器杯 ・ 甕、 須恵器瓶、 赤焼き 土器杯などが出土 している。 土師器杯はロ ク ロ 調整さ れてお り 、 底部には回

転糸切り 痕が認められる。 土師器甕も ロ ク ロ 調整 さ れたものが出土 している。

③ S D95溝跡

調査区中央部の地山上で発見した南北溝跡である。 規模は、 長さ3 . 8m 、 上幅60cm、 下幅40cm、 深 さ 20cm

である。 方向は、 北で約10度東に偏している。 埋土は褐色粘質土である。 遺物は出土していない。

④ S D96溝跡

調査区南端部で検出した南北溝跡である。 第1lI層によ って覆われてお り 、 地山面から掘 り 込 ま れている

ことを確認した。 S D93と重複し、 それよ り 新 し い。 南北約 8 mにわたって検 出 し 、 さ らに調査区外にの

35 



いる。 南端部でやや東側に屈曲 してはいるが、 方向は北で約15度東に偏している。 規模は、 上幅1 .5m以上、

深さ20cmである。 埋土はにぶい黄褐色土であり、 炭化物や焼土を含んでいる。 遣物は出土していない。

⑤ S D 93溝跡

調査区南端部において、 S D96の埋土を掘り上げた後に地山上で発見した南北溝跡である。 調査区外に

延びているため、 確認で き た長さは約0.6mである。 方向は南で約30度西に偏している。 規模は、 上幅20cm、

下幅10cm、 深さ10cmである。 埋土はにぶい黄褐色粘質土である。 遣物は出土していない。

H=l5,000m 

N-

＼ 

28 N-
＼ 

25 

N
＼ 

-31 
W -／ 16 

＼ 

No 土 色
I 黒褐色 (IOY R3/2) 
II 褐色 (IOY R4/4) 
l にぷい黄褐色 (IOY R4/3) 
z 褐色 C!OY R4/4) 
3 褐色 (JOY R4/4) 
4 褐色 (JOY R4/4) 
5 褐色 (7.5Y R4/3) 

6 a • b 褐色 (JOY R4/4) 
Illa 褐色 (IOY R4/0 
lllb 褐色 (10Y R4/6) 
① 黄褐色 (IOY R5/6) 
@ にぷい黄褐色 (IOY RS/3) 
⑤ にぷい貿褐色 (IOY RS/3) 
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＼ 
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／ ゜
W-19 

3 m  

土性 傭 考 種 別

砂質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む

砂質土 炭化物、 地山粒含む。

砂質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む。 S D94埋土
砂質土 炭化物、 譲化鉄、 地山粒、 地山レキ含む。 S 094埋土
砂質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む． S 094埋土
砂質土 炭化物、 酸化鉄を③よ り 多 く 、 地山粒含む． S 09• 埋土
粘質土 炭化物、 酸化鉄、 地山拉含む。 S D94埋土
砂質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む。 S 094埋土
砂質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む。

粘質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒、 地山レキ含む。

粘質土 地山粒、 地山レキ含む。 S D9叫
粘質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む． S D97埋土
粘質土 炭化物、 酸化鉄、 地山粒含む。 小ビッ ト埋土

第25図 A区遺構配置図 • 東壁断面図

��I門|【：面l体部 ロクロ:;',孟�l�s.�li.�『I
登

�!�
底部： 回転糸切り

無調整
【内面】 ミガキ後黒色処理

第26図 A 区出土遺物
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(2) B · C 区

B 区では遺構を発見できなかった。 C 区において土壊 1 基、 溝 2条と柱穴を発見した。

① 層 序

B · C 区の地形は南から北東に向かって緩やかに傾斜しており 、 C 区北端から急に落ち込み始めている。

第I 層 ： 褐色土(lOY R4/6 ) 。 現代の表土。

第II 層 ： 暗褐色土 (lOY R4/4) 。 調査区全域に堆積する。 この層 まで近世の遺物を含む。

第III層 ： 褐色土(lOY R4/4) 。 灰白色火山灰プロ ッ ク を含む。 調査区北側に堆積する。

第IV層 ： 灰黄褐色土 (lOY R4/2 ) 。 この上面で検出した土堀の埋土に灰白色火山灰が堆積。 C 区のみで確認

第V嘩 ： 褐色土(lOY R4/4) 。 B 区南半部のみに分布。

第譴 ： 暗褐色土 (lOY R3/4) 。 調査区ほぼ全域に分布する層である。

第VI層 ： 暗褐色土 (lOY R3/4)。 やや粘性あ り 。 調査区南側に堆積する層である。

第Vil層 ： 褐色土(lOY R4/6 ) 。 地山粒を多景に含む。 調査区ほぼ全域に分布する。

B"
 

A -

／ 

曼

1--H =8.800m 

\’
 
9

A
T
 

▲

B
 

濯
考土 性— -

灰白色火山灰
鑽

�:� I :�:�:i�、 火山灰プロ ッ ク を 含む。

第28図 SK98平面図 • 断面図

第Vlll層 ： 褐色土 (lOY R4/4) 。 調査区中

央部から南側にかけて確認で

きた層である。

第IX層 ： 地山 （岩盤）

② S K98土壊

調査区南側の第IV層上面で発見した

土壊である 。 平面形は長方形で、 規模

は長辺90cm、 短辺60cm、 深さ30cmであ

る。 埋土は 3層に区分 さ れ、 1 層は薄

い灰白色火山灰層、 2 · 3層は褐色土

が主体である。 2 層には大小 8 個の石

が含まれており、 その内の一つは凝灰

岩で火を受けて内部まで赤色に変化し

ている。 他のものはわずかに火を受け

た様子が窺える。 遺物は、 2 層と3層

の間から土師器杯が 1 個体出土した（第

29図） 。

:二I�2 位1【外面心部 ： ロ ク ロ ナ デ 徴

底部 ： 回転糸切 り 無調整
【内面】 ミ ガキ後黒色処理

口 径 I 底 径 I 器 高 1 登録番号
13. 4 5 .4  4 .  2 R - 1 

第29図 SK98出土遺物
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③ S D99溝跡

調査区南側第m層上面で発見した東西溝跡である。 調査区外に延びており、 確認できた長さは2.2mであ

る 。 方向は、 西で約 7度北に偏 している 。 上幅1. 2m以上、 下幅 40cm、 深さ30cmである 。 埋土は褐色粘質土

である 。 遺物は出土していない。

④ S D100溝跡

調査区南側第m層上面で発見 した東西溝跡である。 調査区外に延びている ため 、 確認できた長さは1.3m

である 。 方向は、 西で約10度北に偏している 。 規模は、 上幅60cm、 下幅20cmである 。 埋土は地山プロ ッ ク

を含む黄褐色粘質土であ る 。 遺物は出土していない。

⑤ S XlOl柱穴

調査区南側で発見した柱穴である 。 第IV層上面で検 出 し た。 S K98 と重複し 、 これより古い。 規模は、

一辺40,...,_50cm、 深さ16cm、 柱痕跡は径30cmの円形である 。 掘り方埋土は褐色土で地山粒を含み、 柱痕跡は

黒褐色土である 。 遺物は出土 していない。

⑥ 堆積層出土の遺物

B 区第I 層からは、 近 ・ 現代の陶磁器が多 く 出土している。 染付磁器の飯茶碗•皿•猪 口が多く、 底部

に 「太明成化年製」 と銘款のある肥前産有田様式の角形大皿もある （屈版13- 4 ) 。 古代のもの と しては赤

焼き土器小型杯が出土している。 内外面暗褐色で胎土に砂粒、 ガ ラ スが含まれている 。 第II層からはかわ

らけが出土している （第32図 2 ) 。 ロ ク ロ 調整で内外面、 胎土とも黒色である。 また口縁部に油煙が付着し

ており、 灯明皿 と して使用されたものと 考えられる 。

C 区第I 層からは近世・近代の陶磁器やかわらけ、 古代の土師器、 須恵器、 赤焼き土器、 瓦などが出土

している。 第II . 田層からは近世のかわらけ 、 古代の土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 蓋•甕、 赤焼き土器杯や

砥石、 第IV...._VI層では土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯•瓶が出土して B B' 

いる 。 しかし、 いずれの層の遺物も破片である。
1-H=S.SOOm -j 

(3) D 区

近 年の盛土下に厚さ10,...,_50cmの表土があり、 その下層は地山

（岩盤） と な っ てい る 。 表土から土師器や油煙が付着 した灯明

皿等の小片が数点出土したのみで遺構は発見できなか っ た。

A f-- 12.1oom 

カ ク ラ ン

第31図 C 区東壁断面図

I I I 
第30図 SXlOl断面図
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5 .  遺構の年代 と 分布

第 3 次調査では、 南北に長い調査区のため、 遺構の広がり を平面的に把握す る こ と は でき なかった。 こ

こ ではA · C 区から発見 し た遺構に つ い て簡単に説明する 。

1 .  A 区では調査区の南端部の第III層上面で溝 1 条 、 地山上で溝 3 条な どを検出した。 こ の う ち第III層上

で検出 した S D94溝跡は、 埋土の 2 層か ら赤焼き 土器杯が出土 し て い る。 埋土 2 層 は、 その堆積状況か

ら溝本体が埋没 し た後の く ぽみに堆積 し た 層 と 見 ら れ る 。 従 っ て赤焼き土器杯 は S D94の下限年代を示

す資料と考え る こ と ができ 、 そ の年代観に よ れ ばお お よ そ 10世紀前葉頃 と す る こ と ができ る 。 他の遺構

に つ い て は 出土遣物がないた め年代は不明である 。

2 .  C 区では第III層上面で溝 2 条、 第IV層上面で土塙 1 基を検出 した。 S K98は、 埋土が10世紀前葉に降

下 した と さ れる 灰白色火山灰の自然堆積層で覆わ れて お り 、 10世紀前葉 を下限 と す る こ と が明 ら かであ

る。 ま た、 埋土 2 層 と 3 層の 間 か ら 回転糸切り 無調整の土師器杯が出土 し て い る 。 土師器杯 は ほ ぽ完形

文 文三丘
0 5 cm 
I .J、::.-:::1:=:,-r-I 

6
 

0 5cm 
・ ,I_J

番号 種 類 陪 位 特 徴 口 径 底 径 器 高 登録番号
1 かわ ら け L- I 【外面］体部 ： ロ ク ロ ナ デ （磨滅） (9.2) (4.8) (1 .6)  R- 5 

底部 ： 回転糸切 り 無調整
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

2 かわ ら け L-II 【外面】体部 ： ロ ク ロ ナ デ、 付着物 (6.8) (3.5) (1 .6) R - 4  
底部 ： 回転糸切 り 無調整

【内面】 ロ ク ロ ナ デ、 付培物
3 平 瓦 L- 1 一枚作 り 、 U C類。 胎土砂粒含む。 灰色 R -18 
4 平 瓦 L- I 一枚作 り 、 I I C類。 胎土砂粒含む。 黒褐色 R-19 
5 平 瓦 L- I 桶巻作り 、 I A - a 類。 胎土砂粒含む。 灰色 R-20 
6 砥 石 L-II  長さ 14cm、 幅10.1cm、 厚さ5.5cm、 材質 ： 砂岩 R - 9  

砥面は 3 面
7 土師器杯 L-II 【外面J体部 ： ロ ク ロ ナ デ (12. 8) (4. 9) (4.3) R - 2 

底部 ： 回転糸切り 無調整
【内面】 ミ ガキ後黒色処理

第32図 B 区堆積層出土遺物
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であり本遺構の年代に近いものと考えることがで き る 。 これらのことから、 S K98はおお よ そ 10世紀前

葉頃の遺構と推定さ れる。 S D99 ・ 100溝跡については遺物は出土していないが、 層位的にみて10世紀前

葉以降の年代が与えられる 。

3 .  今回の調査では、 分布状況は希薄であ る が古代の遺構を発見した。 調査区周辺の畑にも古代の遺物が

散布していることから、 本調査区周辺には古代の遺構が少なからず存在している可能性が高 く なった。

6 .  ま と め

(1) 丘陵北斜面において、 古代およびそ れ以降の溝 6 条、 土塙 1 基、 柱穴な どを発見した。

(2) S D 94 • S K 98の年代は、 お お よ そ10世紀前葉頃であ る 。

第33図 遺構分布図

I --....J , 
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IV 考 察

本遺跡は、 館跡 と しての内容をもつ範囲を高崎遺跡の中から分離したものである(「 II 2 .  調査に至る

経緯」） 。 しかし、 それらの全体的な構造について は こ れ ま で ほ と ん ど触れる と こ ろ がなかった。 本追跡に

お い て は 、 旧地形を残す と 見られる部分が多 く 残っており、 土塁状の高ま りや人工的な傾斜面な どを各地

点で確認する こ と ができ る。 以下、 それらを抽出し、 留ケ谷遺跡における館跡の様子について簡単にふれ

てみたい。

No. 1 地区 （第 1 次調査区）

南北方向にのびる土塁 ・ 溝が発見さ れている。 それらは北側に傾斜する尾根上に土塁 • 溝が構築 さ れた

もので、 S XOlは 2 時 期、 S X02は 3 時期の重複が確認 さ れている。 いずれもおおよそ同位置 で重複して

いるこ と から一 貫してその位置 が区画の対象 と さ れていたこ と が知られる。 こ の調査区の西側は緩やかな

谷を は さ んで天満宮のある平場へと続いている。 東側の宅地 との境界は急斜面と なっているが、 周辺の地

形から推定すると 、 本来緩斜面が続いていた可能性がある。 ま た、 南側は約30mで丘陵頂部に至り、 その

南側は大部分が急斜面 と なっている。

No. 2 地区 （第 2 次調査区）

西側の上段平場 （平場 1 ) と その東側の下段平場 （平場 2 ) の二つの平場を確認した。 上段平場は、 北

側へ細長 く 舌状に張り出した地形を利用したもので、 その南西隅に は 土塁の一部が確認 さ れている。 ま た、

こ の平場の東側は急斜面 と なっており、 その裾部に溝が巡っている こ と から人工的に削り出している可能

性が高い。 下段平場 は北側が緩やかな傾斜面であ り 、 かつては裾部に東西力向にのびる土呈状の高 まりが

存在した囚。 東側には通路と見られる空堀状の落ち込み と 土塁状の高 ま りが認られる(B)。 両平場 と も南側

はNo 3 地区の北辺の土塁で区画さ れており、 その内側に は溝が巡ら さ れている。

No. 3 地区 （第 1 · 2 次調査区の間の地区）

第 3 次調査におけるA · B 区の東側にあたる。 北辺 •南辺•西辺に土塁を巡らした方形の平場がある （平

場 3 ) 。 平場の面積は 、 土塁の内側で計測する と 東西35,.....,45m、 南北45,.....,55mである。 北辺の土塁にはNo 2 

地区上段平場南西隅の土塁が連結しており、 その西側に は切り通しの通路がある(C)。 ま た、 その西側 に は

鉤形に屈曲した土塁があり枡形 と みられる(D)。 その外側 は比較的急斜面 と なっており、 裾部 と 土塁頂部と

の比高差は約 3 mである。 西辺の土塁は現状ではわずかの高 ま り と なって観察さ れるのみである。 その高

ま りは幅約10mであり、 第 1 次調査区の S X02 · 03等のほぼ延長線上に位置 している。 No 1 地区の北端部

が現在の道路によって分断 さ れている こ と を考慮するならば、 これら は本来連続していた可能性がある。

南辺の土塁は 、 幅 5 ,..._, 9 mであり、 西辺の土塁から東へ約20mにわたって確認でき る。 この土塁の上には

幅 2 ,....., 3 mの高ま りが東西約60mにわたって続いているが、 No 1 地区で発見した土塁と 本地区西辺の土塁

と の関係を考慮するならば後世のものである可能性が高い。 東辺は約1.5mの段差があって狭い通路がある

(E)。 その東側は急斜面 と なっており、 No 4 地区に続いている。 通路と の比高差は約 8 mである。

No. 4 地区

No 3 地区の東側の一段低い部分についても、 西側 と 南側 と は急斜面 と なっており、 平面的 に はおおよそ

(24) 昭和59年11月の分布調査で確認している 。 第 2 次調査前に壊滅。
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方形であ る と こ ろ から人工的に造成された平場と考えられる （平場4) 。 この平場の北側の一段高い位置に

も東西約20m、 南北約25mの小規模な平場 （平場 5 ) が見られる。

以上のように、 本遺跡には現在確認でき る だけでも五つの平場が確認でき る 。 平場 5 のように明確な区

画施設を持たない平場はさらに周辺に存在する 可能性がある 。 No. 1 地区で発見した土塁 と 溝については調

査区の南側ではその痕跡が認められず、 どのようにのびる ものかは不明である。 しかし、 平場 1 ""' 5 との

位置関係から館の西辺を区画する施設である可能性が大きいと考えられる 。
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写 真 図 版



図版 l
上 ： 調査区航空写真 （昭和36年撮影）
下 ： 同 上 （平成5 年撮影）

● 印上が第3 次調査区、 下が第 1 次調査区

この空中写真は、 建設省国土地理院長の
承認を得て、 同院撮影の空中写真を複製し
た も のです。

（承認番号 平10束複第164号）



図版2 第 1 次調査 下 ： 調査区全摂 （南よ り ）



図版3 第 1 次調査
上 ： SD05 (北 よ り ）
下 ： 同上 （南よ り ）



図版4 第 1 次調査
上 ： SX02, SD07 (南よ り ）
中 ： SX02A·B, SD07 A · B  (南よ り ）
下 ： SX02B, SD07B (北よ り ）



図版5 第 1 次調査
上 ： SD04, SD16 (北よ り ）
中 ： SXOl, SD04 (北よ り ）
下 ： SD04土層堆積状況 （北よ り ）



＼ ・

図版6 第 1 次調査
上 ： SX20A (北東よ り ）
中 ： 同上土陪堆積状況
下 ： SX06の下層の状況 （北西よ り ）
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図版8 第 1 次調査
左上 ： SXI4 (南東よ り ）
左中 ： 同上 （南よ り ）
右上 ： SXI4壁面の状況（北よ り ）
右下 ： SX14土附堆稜状況（南よ り ）
左下 ： SX15 (北よ り ）



図版9 第 3 次調査
上 ： 調査区全景 （南よ り ）
中 ： A区全景（南よ り ）
下 ： B 区全憬（北よ り ）
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図版11 第 1 次調査出土遺物(1)
l 土師器杯 R - 4  
2 須恵器甕 R- 2 
3 かわ ら け R 3 
4 土師器羽釜 R-42 
5 石鏃 R-63 

( 1 · 4 · 5 S =Y. 2 S = �  

鼻 負

6 灰釉陶器瓶 R-31 
7 同 上 R-44 
8 同 上 R-46 

3 S = % 6 · 7 · 8 S = !h) 
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図版12 第 1 次調査出土遺祝2)

1 無釉陶器福鉢 R 55 

2 同 上 R 23 

3 無釉回器甕 R-49 

4 同 上 R 30 

5 同 上 R 32 

(S ==�> 

6 無釉陶器甕R-36

7 同 上 R -35

8 同 上 R -29

9 同 上 R -27

10 同 上 R-34
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図版13 第3 次調査出土遺物(1)
1 土師器杯 R - 1  4 
2 同 上 R- 2 5 
3 かわ ら け R - 4  6 

( 1 · 5 · 6  S = � 2 · 4  S = 73  

染付磁器角皿 R - 8  
施釉陶器碗 R-21 

同 上 R-22 
3 S =){) 
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